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生活者ネットワークの議員は、交代制。
議員を職業化、特権化せず、世代交代を進めることで参加の層を
広げます。任期を終えた議員は、市民政治を広げるための活動や

地域活動などに、その経験を活かします。
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地域ネット

清瀬ネット
生活のお困りごとご相談ください（毎月第3 日曜日）
8月16日（日）14：00 ～ 16：00　清瀬・生活者
ネット事務所（清瀬駅）　家計相談員が対応　
無料・秘密厳守　042-494-8720

稲城ネット
香害パネル展 in 稲城
8月19日（水）～ 9月2日（水）9：00 ～ 17：00

（初日11：00 ～、最終日～ 15：00、31日休館）
　中央公民館ラウンジ（京王線「稲城駅」、JR 南
武線「稲城長沼駅」）　主催：生活者の会　042-
379-2435

世田谷ネット
憲法ってなんだろう？
8月24日（月）14：00 ～ 16：00　うめとぴあ会
議室 1-2（梅ヶ丘駅）　講師：三雲崇正さん（弁
護士）　コーディネーター：区議・関口江利子　
300円　03-3420-0737

葛飾ネット
養育費と新しい家族法について学ぼう～離婚後
共同親権だけじゃない家族の新しいカタチ～
9月５日（土）14：00 ～ 16：00　かつしかシン
フォニーヒルズ別館 2 階メヌエット（青砥駅、京
成立石駅）　講師：佐藤力さん（弁護士）　03-
5876-4757

練馬ネット
「戦争はしない・原発はいらない」９条スタン
ディング（毎月９日）
9月9日（水）12：00 ～ 13：00　練馬駅南口　
03-3993-4899

葛飾ネット
なんでも相談会（毎月10日）
９月10日（木）10：00 ～ 12：00　葛飾・生活者
ネット事務所（京成高砂駅）　03-5876-4757

稲城ネット
女性の困りごと相談会（毎月第 2 土曜日）
9月12日（土）13：00 ～　稲城・生活者ネット
事務所（稲城駅）　予約制　042-379-2435　

た。「道徳」では、善悪や心情理解に偏らず、自分と他者の権利
をともに学ぶ教育への転換を、「特別活動」では、児童会・生徒
会や学校行事などで子どもが意見を表明し、意思決定に参加で
きるしくみづくりを求めています。
　また、東京・生活者ネットワークが、学校の包括的性教育の実
践を妨げている学習指導要領の「歯止め規定」の撤廃を求め、7
月に文部科学省へ要請書を提出されたことにも強く賛同します。
　子ども一人ひとりが権利の主体として尊重され、安心して学
び、意見を表明しながら成長できる学校を実現するため、多く

の皆さんと力を合わせて取り組んでいきたい
と思います。

　国際子ども権利センターは、子どもの権利普及を通じて子ど
もに対する暴力をなくす活動に取り組んでいます。私たちは、子
どもが自死を選ばざるを得ないほど息苦しい学校文化そのもの
も暴力の一つと捉え、学校が子どもにとって安心して学び、成長
できる「ハッピーな場所」になることをめざしています。2023
年にこども基本法が施行され、子どもの意見表明権や子どもの
最善の利益など子どもの権利条約の原則も盛り込まれました。
　しかし、子どもの自殺数は高止まりしたままです。日本政府
は、20 年以上にわたり、日本の学校の過度な競争主義が子ど
もの精神的健康を損ない、いじめ、不登校、自殺につながってい
ることを国連子どもの権利委員会から指摘され、改善を勧告さ
れてきました。こうした課題を解決するためには、10 年に一
度改訂される学習指導要領に子どもの権利の視点を明確に位
置づけることが不可欠です。
　この考えのもと、共同代表を務める「広げよう！子どもの権
利条約キャンペーン」の政策提言チームでは、昨年末から文部
科学省への要望書作成を進め、2026 年 6 月 18 日に「総則」「教
員養成」「道徳」「特別活動」の 4 分野に関する要望書を取りま
とめ、実行委員会を代表して提出しました。
　要望書では、「総則」において、子どもの権利を教えるだけで
なく、学校運営や学級経営そのものを子どもの権利に基づいて
行うことを求めています。「教員養成」では、教員が子どもの権
利を理解し実践できるよう、子どもの意見をていねいに聴く力
なども含めた学びを養成課程に位置づけることを提案しまし

こ
ど
も
基
本
法
に
も
定
め
ら
れ
た

子
ど
も
の
権
利
条
約
―
―

学
習
指
導
要
領
に
今
こ
そ「
子
ど
も
の
権
利
」を

学習指導要領の改定にあたり、学校での「子どもの権利」の実現を求める
要望書を文部科学省へ提出する、「広げよう！子どもの権利条約キャンペー
ン」の甲斐田万智子共同代表ほか政策提言チームのメンバー。6月18日

　

7
月
1
日
、
参
議
院
議
員
の
打
越
さ

く
良
さ
ん
、
塩
村
あ
や
か
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
開
か
れ
た
手
交
式
で
は
、
事
前

に
提
出
し
て
お
い
た
質
問
事
項
に
対

し
各
省
庁
側
が
回
答
を
述
べ
、（
性
教

育
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
）
問
題
意
識

は
共
有
し
て
い
る
、
と
語
る
場
面
も

あ
っ
た
も
の
の
、
現
状
の
ま
ま
で
よ
い

と
す
る
従
来
通
り
の
見
解
が
示
さ
れ

る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。ま
っ
た
く
消

極
的
、
後
ろ
向
き
と
言
う
し
か
な
く
、

こ
の
声
を
も
っ
と
広
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

包
括
的
性
教
育
を
求
め
る 

全
国
署
名
活
動
開
始
へ
！

　

こ
の
日
は
東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
の

ほ
か
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
か
ら
も
市

民
政
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仲
間
た
ち

が
駆
け
付
け
、
こ
の
秋
以
降
の
、
全
国

で
の
署
名
活
動
、
議
会
請
願
へ
と
展
開

し
て
い
く
運
動
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る

機
会
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
委
員
／

元
都
議
会
議
員

小
松
久
子

者
に
も
加
害
者
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

性
に
つ
い
て
学
ぶ
権
利
、
健
康
に
成
長

す
る
権
利
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
状
況

に
対
し
、
包
括
的
性
教
育
を
求
め
る
声

は
、保
護
者
か
ら
も
、教
職
員
か
ら
も
、

地
方
自
治
体
の
教
育
委
員
会
か
ら
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
改
訂
は

10
年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
だ
が

　
「
性
」を
科
学
的
に
正
確
に
、
か
つ
人

権
と
捉
え
る
性
教
育
の
試
み
は
一
部

で
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
ん
ら
い

全
国
す
べ
て
の
子
ど
も
に
と
っ
て
（
大

人
に
も
！
）
必
要
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ

そ
公
教
育
に
位
置
付
け
る
べ
き
な
の

で
す
。大
事
な
こ
と
は
「
性
交
を
扱
う

か
否
か
」
で
は
な
く
、「
人
生
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
築
く
学
び
」
と
し
て

の
性
教
育
。今
回
の
学
習
指
導
要
領
改

訂
は
公
教
育
で
実
践
す
る
た
め
の
10

年
に
一
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。こ
の
機

会
を
逃
す
と
、
ま
た
10
年
後
れ
て
し
ま

う
―
―
そ
ん
な
思
い
で
、
別
記
5
項
目

の
要
請（
＊
）を
ま
と
め
、
内
閣
府
、
文

部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
、
こ
ど
も
家

庭
庁
の
各
省
庁
に
宛
て
て
提
出
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
を
め
ぐ
る
性
暴
力
事
件
が

多
発
し
、
子
ど
も
の
性
的
画
像
が
売

買
さ
れ
る
現
代
。子
ど
も
は
家
で
も
学

「
包
括
的
性
教
育
を
公
教
育
で
実
践
し
、子
ど
も
の

学
ぶ
権
利
の
保
障
を
求
め
る
要
請
書
」を
提
出

　
日
本
の
性
教
育
の
後
れ
が
言
わ
れ
る
一
方
、
諸
外
国
で
は
人
権
の
学
び
を
基
盤
と
す
る
「
包
括
的
性
教
育
」

の
必
修
が
国
際
標
準
だ
。日
本
の
子
ど
も
を
取
り
巻
く
課
題
の
中
で
緊
急
性
の
高
い
「
性
」
の
問
題
を
解
決
す

る
カ
ギ
は
包
括
的
性
教
育
の
実
践
だ
が
、
国
は
2
0
2
7
年
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
議
論
に
お
い
て
こ
の
案

件
に
全
く
触
れ
よ
う
と
し
て
い
な
い
。東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
全
国
市
民
政
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
呼

び
か
け
、国
に
要
請
書
を
提
出
し
た
。

校
で
も
性
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
ず
、

S
N
S
等
に
よ
る
不
正
確
な
情
報
に

振
り
回
さ
れ
、
無
自
覚
の
う
ち
に
被
害

▼
要
請
書
提
出
に
参
加
し
た
、
埼
玉
県
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
神
奈
川
ロ
ー
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
千
葉
県
、東
京
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
議

員
、メ
ン
バ
ー
。参
議
院
議
員
の
打
越
さ
く
良
さ
ん
、塩
村
あ
や
か
さ
ん
を
囲
ん
で

▲

要
請
書
を
、
文
部
科
学
省
、
こ
ど
も
家
庭
庁
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
、

厚
生
労
働
省
の
担
当
者
に
提
出
す
る
全
国
市
民
政
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン

バ
ー
。7
月
1
日
、参
議
院
議
員
会
館

＊【
要
請
項
目
】

１
．学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、

い
わ
ゆ
る
「
は
ど
め
規
定
」
を
撤
廃
し
、「
国

際
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に

準
拠
し
た
包
括
的
性
教
育
を
実
施
す
る
こ
と

2
．前
項
を
実
行
す
る
た
め
、具
体
的
な
実
践

例
の
共
有
を
図
る
こ
と

3
．教
員
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
教
員

の
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
備
す
る

こ
と

４
．児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
性
に
関
す
る
相

談
が
で
き
る
し
く
み
を
構
築
す
る
こ
と

5
．こ
れ
ら
を
実
行
す
る
た
め

の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

要
請
文
全
文
は
こ
ち
ら⇒

国際子ども権利センター
（C-Rights シーライツ）代表理事甲斐田万智子
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憲法を考える映画の会『1923（イチ・キュー・ニーサン）』
8月29日（土）13：00 ～ 16：30　文京区民センター３A 会議室（春日駅、後楽園駅）　映画

『1923』（原題：1923 関東大虐殺）上映／トークシェア　1000円、若者無料　憲法を考える
映画の会　http://kenpou-eiga.com/　

関東大震災朝鮮人・中国人虐殺103年　犠牲者追悼大会
8月31日（月）18：00 ～　明治大学リバティータワー 1 階リバティーホール（1013 教室）（御
茶ノ水駅）　特別講演：山田朗（明治大学教授）　追悼パフォーマンス：FUNI（ラッパー・詩
人）　ほか　1000円　関東大震災朝鮮人・中国人虐殺 100 年犠牲者追悼大会実行委員会　
https://100nen-jikkoui.blogspot.com/　問合せ 080-1142-2515（川見）

「サマショール　～遺言　第六章～」上映と豊田直巳監督のトーク
９月12日（土）13：40 ～ 16：30　町田市民フォーラム３階ホール（町田駅）　前売り1000円、
当日1200円、学生・子ども無料　原発事故を考える町田市民の会　070-5568-3311（宮城）
　matimati@dream.com（新井）

編集後記／飯舘村原発被害者訴訟の報告会に参加した。村は 2011 年 3.11 の福島原発事故で高濃度に放射能汚染されたが、避難指示の遅れで村民は無用な
被ばくを強いられた。ADR（裁判外紛争解決手続）の不本意な結果を経て、13 世帯 31 人が、国と東電に対し、初期被ばく慰謝料、ふるさと喪失慰謝料を求め
て提訴。最終的には「東電からの（満額ではない）支払い、謝罪と引き換えに国への請求を取り下げる」という和解を苦渋の選択として受け入れた。法定の 20 倍、
年間 20ミリシーベルト以下で帰還を促す、国の棄民政策が続く。原告団長の菅野哲さんの「復興ってなに？」の言葉が重く響く。（上坂）

都議会第２回定例会を終えて
東京・生活者ネットワーク都議会議員

岩永やす代［国分寺市・国立市］

　

東
京
都
議
会
2
0
2
6
年
第
２
回

定
例
会
で
は
、
中
東
情
勢
の
影
響
の
長

期
化
へ
の
対
応
策
と
し
て
歳
出
ベ
ー

ス
5
4
2
億
円
の
補
正
予
算
に
よ
り
、

打
撃
を
受
け
る
中
小
企
業
、
介
護
・
福

祉
・
保
育
施
設
や
医
療
機
関
へ
の
物
価

高
騰
緊
急
対
策
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

再
エ
ネ
の
新
技
術
導
入
を

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
つ
い
て
は
、
応

急
処
置
的
な
対
策
だ
け
で
な
く
、
持
続

可
能
な
将
来
を
見
据
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
ア
ッ
プ
、
脱
化
石
燃
料
を
大
幅

に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。今
回
の
補
正
予
算
で
都
は
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
転
換
等
に
向
け
た

先
駆
的
施
策
」
と
銘
打
ち
、
ナ
フ
サ
代

替
素
材
開
発
、
非
石
油
由
来
製
品
開

発
、
地
産
地
消
型
再
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
設

備
導
入
等
、
新
規
を
含
む
複
数
の
事
業

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
姿
勢
は
評
価
し
て
い
ま
す
が
、

太
陽
光
発
電
を
中
心
と
し
た
再
エ
ネ

は
、
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
り
ま
す
。導

入
の
拡
大
が
脱
炭
素
、
そ
し
て
脱
原
発

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。エ
ア
ソ
ー
ラ
ー※
１

や
プ
ラ
グ
イ
ン
ソ
ー
ラ
ー※
２

な
ど
新
た

な
技
術
開
発
を
都
が
後
押
し
す
る
こ

と
も
有
効
で
あ
り
、
検
証
と
提
案
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

い
ま
こ
そ
緑
の
保
全
を

　

今
年
も
猛
暑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。熱

中
症
対
策
も
大
切
で
す
が
、
東
京
の
ま

ち
そ
の
も
の
を
冷
や
す
、
都
市
の
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
が
不
可
欠
で
す
。大
型
公
共

工
事
や
再
開
発
で
多
く
の
樹
木
を
伐

採
す
る
こ
と
は
、
気
候
危
機
を
推
し
進

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

東
京
全
体
の
緑
が
こ
れ
以
上
減
少

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
引
き
続
き
地

域
ネ
ッ
ト
と
連
携
し
、
緑
の
保
全
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
む
―
―

遊
ぶ
権
利
の
保
障
を

　

子
ど
も
の
遊
び
は
、
子
ど
も
の
権
利

条
約
で
「
休
息
、
余
暇
及
び
遊
び
の
権

利
」
と
し
て
保
障
さ
れ
て
お
り
、
東
京

都
こ
ど
も
基
本
条
例
で
も
「
遊
び
場
や

居
場
所
づ
く
り
は
都
の
責
務
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

会
派
代
表
質
問
の
テ
ー
マ
と
し
て

提
案
し
、
答
弁
で
「
遊
び
は
生
き
る
力

を
育
む
も
の
」
と
い
う
都
の
認
識
を
確

認
し
ま
し
た
。具
体
策
と
し
て
、
プ

レ
ー
パ
ー
ク
の
運
営
支
援
拡
充
や
校

庭
活
用
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

総
合
的
な
女
性
施
策
で
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
実
現
を

　

東
京
都
雇
用
・
就
業
分
野
に
お
け
る

女
性
の
活
躍
を
推
進
す
る
条
例
が
7

月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
条
例
に

よ
る
男
女
賃
金
格
差
の
是
正
や
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
な
ど
、
効

果
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
東
京
都
男
女
平
等
参
画
推
進

総
合
計
画
素
案
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

配
偶
者
暴
力
対
策
基
本
計
画
を
含
む

重
要
な
計
画
で
す
。さ
ら
に
は
、
困
難

な
問
題
を
抱
え
る
女
性
支
援
基
本
計

画
は
、
動
き
出
し
て
3
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
、
誰
も

が
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

東
京
に
す
る
た
め
に
は
、
女
性
活
躍
だ

け
で
な
く
、
ト
ー
タ
ル
な
視
点
で
施
策

点
検
と
提
案
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

サ
イ
ク
ル
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
り
、

引
き
続
き
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

※
１　

薄
型
で
曲
げ
る
こ
と
も
可
能
な
次
世
代

型
ソ
ー
ラ
パ
ネ
ル
の
東
京
都
が
使
用
す
る
愛
称
。

※
２　

家
庭
用
コ
ン
セ
ン
ト
で
稼
働
す
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
シ
ス
テ
ム
。

TOPICS 調布市長選●木下やすこ2万票得るも及ばず
　24 年ぶりに市長が変わる調布市長選挙が終
わった（7月5日投開票）。生活者ネットは、無所属
で立候補した木下やすこ候補（前調布・生活者ネッ
ト市議）の挑戦を歓迎し自主応援。期間中の論戦で
木下候補は「長期政権で政治の腐敗・劣化が進ん
だ。多様な市民の声が届く市政に変えたい」と呼び
かけ、20,457 票の支持を集めたが及ばず。生活者
ネットは、参加と自治のまちを求める市民ととも
に、来る統一地方選での議席増をめざします。

■
街
頭
遊
説
に
希
望
を
の
せ
て
走

り
抜
け
た
1
週
間

　

杉
並
区
長
選
と
同
時
に
行
わ
れ

た
区
議
補
選
は
、
岸
本
現
区
長
を

追
っ
た
2
人
の
区
長
候
補
に
連
な

る
組
織
候
補
が
議
席
を
獲
得
し

ま
し
た
（
自
民
党
の
区
議
候
補
は

区
長
候
補
と
ほ
ぼ
同
数
の
票
を
獲

得
。前
区
長
（
田
中
良
）
の
陣
営
を

応
援
し
た
都
民
フ
ァ
の
区
議
候
補

2
0
2
6
杉
並
区
議
補
欠
選
挙

向
井
よ
し
か
善
戦
す
る
も
次
々
点

は
田
中
票
＋
α
）。

　

衆
目
の
的
と
な
っ
た
区
長
選
挙

は
、
岸
本
聡
子
候
補
が
断
ト
ツ
の

10
万
票
を
超
え
て
の
勝
利
。岸
本

候
補
は
ど
の
政
党
の
支
援
も
受
け

な
い
と
標
榜
、
勝
手
に
共
産
党
や

生
活
者
ネ
ッ
ト
な
ど
が
支
援
す
る

形
を
取
り
ま
し
た
。岸
本
区
長
や

ネ
ッ
ト
の
掲
げ
る
コ
モ
ン
ズ
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
市
民
共
同
体
）
思

想
VS
自
民
勢
力
の
国
家
主
義
・
権

威
主
義
と
の
戦
い
。そ
の
差
が
歴

然
と
表
に
現
れ
た
選
挙
で
し
た
。

　

こ
の
票
を
生
か
し
き
れ
な
か
っ

た
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
新
人

向
井
よ
し
か
は
、大
い
に
善
戦
す
る

も
議
席
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
た
ち
に
は
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
し
く
み
が
あ
り
ま
す
。次

の
選
挙
を
見
据
え
、
昨
年
夏
に
都

議
選
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
今
回
も

来
年
の
統
一
地
方
選
挙
を
見
据
え

て
候
補
者
を
選
任
し
ま
し
た
。世

代
交
代
を
図
り
、
候
補
者
特
有
の

政
策
を
具
体
性
を
も
っ
て
示
せ
た

こ
と
は
、
必
ず
や
次
の
選
挙
に
つ

な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

杉
並
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

藤
田
愛
子

●選挙運動、とりわけ街頭演説には希望が詰まっている、
そのことを実感し続けた日々でした。地域とつながる機会
がなく孤立感があると打ち明けてくれた40 代女性、子ど
もの意見がまちづくりに活かされる決まり＝杉並区子ど
もの権利に関する条例＝があると知って大喜びした小学
生…。この先の杉並を一緒につくる同志に出会えた思い
です。この経験、次につなげます！＜向井よしか＞

杉並区議会議員補欠選挙
2026 年 6 月 28 日投票

向井温夏　新　28,247 票　4 位　落選
被選挙数 2　立候補者 9　投票率 42.53%

　

６
月
28
日
投
票
で
行
わ
れ
た
、杉
並
区
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
、杉
並
・
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
新
人
向
井
よ
し
か
は
、
２
万
8
2
4
7
票
を
獲
得
、
善
戦
し
ま
し
た
が
次
々
点
に
と
ど
ま

り
、議
席
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。　米軍横田基地が汚染源とみられる東京多摩地域の有機フッ素化合物

（PFAS）汚染について学び、考えるフィールドワーク が実施され（主催：PFAS
汚染問題を考える会・小平）、約 20 人の参加があった。案内を引き受けてくれ
たのは、横田基地公害訴訟原告団団長の福本道夫さんと、横田・基地被害を
なくす会代表の大沢豊さん。福本さんは 1976 年から訴訟に関わり、現在も国
を相手に航空機騒音等の被害からの救済を求める裁判を係争中。大沢さん
もさまざまな基地被害根絶に取り組んでおられる方だ。
　フィールドワークでは 拝島駅を起点・終点に基地周辺を回り、PFASを含む泡
消火剤が長年使用されてきた基地内の消火訓練場を外から目視したり、基地か
らの排水が流れ込む下の川や、基地から染み出した水が溜まる溝を見学した。
　PFAS問題については、6月の立川市議選の期間中も、多くの市民から「しっ
かり対処してほしい」「健康への影響に不安」などの声をいただいた。東京都
では、生活者ネットが求めて
きた「PFAS の食品汚染調査」が
今年度から始まることとなっ
た（調査：健康安全研究セン
ター）。基地に隣接する自治体
として、健康被害、騒音問題、
環境問題が後回しにされない
ように、改めてしっかりと取
り組んでいく。
立川・生活者ネットワーク市議会
議員　あべみさ

多
摩
地
域
の
P
F
A
S
汚
染
源
の
一
つ

米
軍
横
田
基
地
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

COLUMN

米軍横田基地周辺を歩くフィールドワークに参加。あべみさ
（右）と、左は江戸川から参加した区議の伊藤ひとみ。7月2日

第 2 回定例会で会派を代表して本会議討論をする岩永やす代。6月24日


